
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「好地地区新年交賀会」 開催しました                 総務企画部会 

 令和６年好地地区新年交賀会を１月１１日（木）石鳥谷国際交流センター交歓交流ホールに於

いて開催しました。季節的に感染症拡大のリスクが高いことも鑑み、以前に比べ小規模にはなり

ましたが、来賓の方々をはじめ５２名のご出席をいただき開催いたしました。 

 新年にあたって藤舘会長より挨拶があり、八重樫副市長のご祝辞をいただき、櫻井市議会議員

の乾杯発声で祝宴に入りました。 

 最後に、出席者一同充実した１年になることを祈願して、成田副会長の万歳三唱で閉会しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 今年も開催！「酒蔵まつり 冬の陣 鍋まつり Ｎ－１グランプリ」 

酒蔵まつり実行団体協議会 

 毎年恒例となりました「鍋まつり N-１グランプリ」を今年も開催します。今年もおいしい

鍋が勢ぞろいです。たくさん食べてみなさんで体も心も温まりましょう(o^―^o)そして一番美

味しいと思った鍋に投票していただき、「N-１グランプリ」を決定します。 

 そして、今回はゲストに天津 木村・アンダーエイジ・よこっちピーマンを迎え、会場を

盛り上げていただきます。また、射的体験コーナーやふわふわキャッスルなど特設ブースもあ

り、N-１グランプリ最後には「当たりくじ付き 餅まき」も開催。楽しいイベント盛りだくさ

んです。みなさんのご来場お待ちしています。 

◎開 催 日：3月 10 日（日） 

◎時  間 ：11時～１４時 

◎場  所 ：酒蔵交流館・宝峰跡地 

※詳しくは 2月 24日発行の岩手日報折込チラシをご覧ください。 

 

 

好地まちづくりだより 

好 地 地 区 ま ち づ く り 委 員 会 
 総 務 企 画 部 会 

〒028-3101 花巻市石鳥谷町好地 8-78-3 

（石鳥谷国際交流センター内） 

問合せ・申込み ☏ 0198－45－6639 

     （好地振興センター内） 

令和６年２月１５日 第９８号  

石鳥谷国際交流センター ビバハウスいしどりや 



お知らせ     いきいき健康づくり教室「軽スポーツ教室」  保健福祉部会 

 どなたでも参加できる軽スポーツで一緒に体を動かしましょう(o^―^o)今回は 1月に行った

「軽体操」・「吹き矢」をもう一度開催します。みなさんで楽しい時間を過ごしましょう。 

 

○日 時：3月 7日（木）午前 10時～11時 30分 

○場 所：石鳥谷国際交流センター 1階ホール 

○内 容：軽体操・吹き矢 

○定 員：15人（好地地区民） 

○参加費：無料 

○講 師：永井 紳逸さん 

○申込み：2月 15日（木）～3月 5日（火）まで（電話可） 

○持ち物：飲み物、汗拭きタオル  

当日は動きやすい服装でお越しください。 

 

お問い合わせ・申込み 45－6639(好地振興センター内) 

 

お知らせ         雪による事故を防ぐために              花巻北消防署  

今年度の降雪量は少ないですが、例年だと雪による事故が多くなるシーズンです。雪による

事故の死者の多くは除雪中の事故が原因です。除雪作業は、屋根からの転落や落雪・水路等へ

の転落・除雪機の事故・寒い屋外での重労働により心筋梗塞を発症するなど多くの危険が伴い

ます。命に係わる除雪事故に遭わないために、以下の点に注意して除雪作業を行いましょう。 

❄命を守る除雪中の事故防止 10箇条❄ 

① 作業は家族、隣近所にも声をかけて 2人以上で！ 

② 建物のまわりに雪を残して雪下ろし！ 

③ 晴れの日ほど要注意、屋根の雪がゆるんでいる！ 

④ はしごの固定を忘れずに！ 

⑤ 除雪機の雪詰まりの取り除きは、エンジンを切ってから！ 

⑥ 低い屋根でも油断は禁物！ 

⑦ 作業開始直後と疲れたころは特に注意！ 

⑧ 命綱とヘルメットは忘れずに！ 

⑨ 命綱、除雪機などの用具はこまめに手入れ・点検を！ 

⑩ 作業の時には携帯電話を持っていく！ 

お問い合わせ 45-2119 

 

部会員コラム   「能登半島地震」 

 

昨年の年末年始は、私も含め家族が一斉にコロナに感染し隔離生活で過ごしていたため、大

変なお正月でした。今年は雪かきの必要もなく、コタツに入り「なんて穏やかなお正月なんだ

ろう」とぬくぬく過ごしていたら、笑点を見ている途中に突然スマートフォンから警報音が鳴

り、間もなく画面が変わり、能登半島で地震が発生したことが分かりました。大変なことが起

きた！なんでお正月なのに！徐々に分かってくる悲惨な状況にテレビに目が釘付けでした。あ

れから１ヶ月経ちましたが、まだまだ復興には時間がかかっています。日常生活に必要な水と

電気の有難さを感じながら、改めて地震が発生した時の準備が必要だと感じています。 

（M・F） 


